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県内図書館めぐり─ Part Ⅱ　⑥ ─

　　灘崎町中央図書館

　
灘
崎
町
は
、
人
口
約
一
万
五
千
人
、
岡
山
市
・

倉
敷
市
・
玉
野
市
に
囲
ま
れ
た
水
と
緑
の
町
で

す
。
県
下
の
台
所
を
支
え
る
穀
倉
地
帯
と
し
て
、

農
業
振
興
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
特
に
日
本
農
業

賞
に
輝
い
た
ナ
ス
は
「
岡
山
備
南
の
千
両
ナ
ス
」

と
し
て
全
国
に
君
臨
し
て
い
ま
す
。

　
灘
崎
町
中
央
図
書
館
は
、
こ
の
よ
う
な
農
業
の

振
興
と
地
域
の
活
性
化
を
図
る
目
的
で
建
て
ら
れ

た
「
お
か
や
ま
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
サ

ウ
ス
ビ
レ
ッ
ジ
」
の
少
し
南
へ
平
成
六
年
十
二
月

一
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
大
・
小
二
つ
の

ホ
ー
ル
、
歴
史
文
化
資
料
館
・
研
修
室
が
併
設
さ

れ
て
お
り
、
総
称
は
灘
崎
町
町
民
会
館
で
す
。
一

階
正
面
左
側
が
図
書
館
で
、
独
立
し
た
入
口
が
あ

り
ま
す
。
延
床
面
積
五
〇
三
平
方
㍍
に
は
各
種

コ
ー
ナ
ー
が
ゆ
っ
た
り
と
設
け
ら
れ
て
お

り
、
こ
の
図
書
館
で
の
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り

組
み
と
し
て
は
、
遠
隔
地
区
の
小
学
生
を

対
象
に
し
た
図
書
館
へ
の
バ
ス
の
運
行
を

行
い
利
用
の
便
宜
・
推
進
を
図
っ
て
い
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
所
在
地
　
〒
七
〇
九
│
一
二
一
五

　
　
　
　
　
児
島
郡
灘
崎
町
片
岡
一
八
六

　
電
　
話
　（
〇
八
六
三
六
）二
│
五
二
二
七

　
蔵
書
冊
数
　
約
三
万
七
千
冊

　
貸
出
冊
数
　
約
八
万
冊

　
（
町
民
一
人
当
た
り
約
五
冊
）
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岡
山
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、

「
現
代
作
家
の
眼
」
《
ア
ー
ト
ウ
ェ
ー

ブ
岡
山
・
彫
刻
選
抜
》
展
を
開
催
い
た

し
ま
す
。

　
こ
の
「
現
代
作
家
の
眼
」
展
は
、
昨

年
度
か
ら
新
し
い
企
画
の
展
覧
会
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
、
岡
山
県
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る
「
中
央

展
」
と
、
県
内
市
町
村
の
展
示
施
設
を

巡
回
し
て
開
催
す
る
「
巡
回
展
」
の
二

つ
の
展
覧
会
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の「
中
央
展
」で
あ
る
《
ア
ー

ト
ウ
ェ
ー
ブ
岡
山
・
彫
刻
選
抜
》
展

は
、
県
内
外
で
活
躍
し
て
い
る
岡
山
在

住
の
彫
刻
家
二
十
三
名
の
作
品
二
十
三

点
を
一
堂
に
展
示
す
る
も
の
で
す
。

│
内
容
と
特
色
│

　
今
回
は
「
木
・
石
・

金
属
│
内
な
る
も
の

へ
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
彫
刻
の
中
で
も
素

材
を
木
、
石
、
金
属
に

限
定
し
た
作
品
を
展
示

し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
素

材
を
使
っ
て
創
作
活
動

を
続
け
る
県
内
の
彫
刻

家
の
作
品
を
ま
と
め
て

鑑
賞
で
き
る
の
で
、
作
家
の
素
材
へ
の

こ
だ
わ
り
や
、
制
作
に
対
す
る
姿
勢
が

感
じ
と
れ
る
展
覧
会
に
な
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
彫
刻
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
「
彫

刻
」
と
い
う
一
語
で
は

く
く
る
こ
と
の
で
き
な

い
よ
う
な
多
様
性
を
見

せ
て
い
る
の
が
、
現
在

の
美
術
の
状
況
で
す
。

こ
の
展
覧
会
で
は
、
抵

抗
感
の
あ
る
素
材
と
格

闘
し
、
あ
る
い
は
対
話

し
な
が
ら
制
作
し
て
い

る
作
家
た
ち
の
作
品
を

通
し
て
、
そ
の
多
様
な

現
代
の
美
術
の
一
つ
の

断
面
を
か
い
ま
み
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な

立った川　　岡 部 　 玄

い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
作
品
か
ら
作
家
の「
内
な
る
も
の
」

が
強
く
迫
っ
て
く
る
、
み
ご
た
え
の
あ

る
展
覧
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
御
来
場
の
上
御
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

│
会
期
・
開
催
時
間
│

　
会
期
は
平
成
十
年
九
月
三
十
日
d
か

ら
十
月
十
一
日
a
ま
で
で
、
開
催
期
間

中
は
無
休
、
入
場
は
無
料
。
開
館
時
間

は
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
（
最
終
日

は
午
後
四
時
）
ま
で
。

　
な
お
、
県
内
市
町
村
で
開
催
す
る

「
巡
回
展
」
は
、
今
年
度
は
《
ア
ー
ト

ウ
ェ
ー
ブ
岡
山
・
洋
画
選
抜
》
展
と
し

て
、
津
山
市
と
高
梁
市
で
開
催
い
た
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
岡
山
県
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
総
務
課
文
化
係
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
℡
０
８
６
│
２
２
４
│
１
２
８
６
）

洞　　　森 下 　 勲

平成10年９月30日D～10月11日A　　岡山県総合文化センター第１展示室 
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た
。
ま
た
一
方
で
、
畿
内
・
瀬
戸
内
諸

国
に
布
教
し
て
、
は
じ
め
て
こ
れ
ら
の

地
方
に
日
蓮
の
教
え
を
広
め
、
末
寺
、

信
者
の
獲
得

に
尽
し
た
。

こ
の
た
め
師

日
像
か
ら

じ

し
ゅ
し
ょ
う

「
寺
主
上

に
ん人
」
と
敬
称

さ
れ
、
日
像

の
後
を
う
け

て
、
妙
顕
寺
第
二
世
と
な
っ
た
。

　
岡
山
県
内
で
大
覚
が
開
創
し
た
と
伝

え
る
寺
院
は
三
十
カ
寺
を
超
え
る
。
一

般
に
は
、
浜
野
（
現
岡
山
市
浜
野
）
に

上
陸
し
た
大
覚
が
、
地
元
の
豪
族
多
田

氏
の
保
護
を
受
け
、
松
寿
寺
を
開
い
た

の
が
備
前
地
方
へ
法
華
宗
が
伝
え
ら
れ

た
最
初
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
牛
窓

ほ
ん
れ
ん

じ

　
じ
ゅ
ん
し
ゃ
く
　

の
本
蓮
寺
も
、
西
国
巡
錫
中
の
大
覚
が

き

え

地
元
の
石
原
氏
の
帰
依
を
得
て
、
法
華

堂
を
創
立
し
た
の
が
始
ま
り
と
し
て
お

り
、
大
覚
は
海
運
の
盛
ん
な
瀬
戸
内
各

地
に
布
教
し
な
が
ら
、
旭
川
河
口
の
浜

野
に
上
陸
し
、
備
前
国
へ
の
布
教
を
始

め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
岡
山
県
下
で
、
大
覚
の
布
教
活
動
の

の
や
ま
の
し
ょ
う
　

拠
点
と
な
っ
た
の
は
野
山
荘
の
妙
本
寺

ふ
く
り
ん

じ

（
現
賀
陽
町
）
と
備
前
の
福
輪
寺
（
の

れ
ん
じ
ょ
う
じ

ち
の
妙
善
寺
）
や
蓮
昌
寺
で
あ
っ
た
。

　
妙
本
寺
は
奥
州
出
身
の
武
士
で
あ
っ

た
伊
達
氏
が
野
山
荘
の
地
頭
職
を
得
て

入
部
し
、
建
立
し
た
も
の
で
、
伊
達
氏

は
龍
の
口
法
難
の
時
の
日
蓮
の
毅
然
と

し
た
態
度
に
感
じ
て
日
蓮
に
帰
依
し
た

と
い
う
。
野
山
荘
へ
の
入
部
に
際
し
、

伊
達
氏
は
日
蓮
に
野
山
荘
に
寺
院
を
創

建
す
る
よ
う
依
頼
、
日
蓮
は
弟
子
の
日

像
を
開
基
と
し
て
推
薦
し
た
が
、
日
像

が
布
教
の
た
め
京
都
を
離
れ
ら
れ
な
い

み
ょ
う
だ
い
　

こ
と
か
ら
、
名
代
と
し
て
大
覚
が
派
遣

さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
大

覚
は
伊
福
郷
（
現
岡
山
市
）
へ
東
国
か

ら
入
部
し
た
松
田
氏
の
保
護
の
も
と

に
、
福
輪
寺
、
蓮
昌
寺
を
開
い
て
、
布

教
の
拠
点
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
延
文
三
年
（
正
平
一
三
年
＝
一
三
五

か
ん
ば
つ

八
）、
京
都
が
旱
魃
に
み
ま
わ
れ
た
時
、

き

と
う

大
覚
は
天
皇
の
命
で
雨
ご
い
の
祈
祷
を

お
こ
な
い
、
見
事
危
機
を
救
っ
た
。
こぼ

の
功
績
に
よ
っ
て
、
日
蓮
に
「
大
菩

さ
つ

に
ち
ろ
う

薩
」
、
日
像
の
師
日
朗
と
日
像
に
「
菩

薩
」
の
号
が
与
え
ら
れ
、
大
覚
自
身
も

「
大
僧
正
」
に
任
じ
ら
れ
た
。
江
戸
時

代
大
覚
が
雨
ご
い
の
祈
祷
を
す
る
姿
に

描
か
れ
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。

　
本
館
で
閲
覧
で
き
る
関
係
図
書
に

は
、
『
大
覚
』
（
渡
辺
知
水
）
・
『
大

覚
大
僧
正
と
三
備
開
基
寺
院
』
（
原
田

智
詮
）
・
『
大
覚
大
僧
正
』
（
下
村
宏

之
）
な
ど
大
覚
そ
の
人
を
紹
介
し
た
著

作
が
あ
り
、
『
備
前
日
蓮
宗
沿
革
史
』

（
妙
覚
寺
）
・
『
法
華
宗
松
寿
寺
誌
』

（
浜
野
史
蹟
研
究
会
）
・
『
妙
法
寺

史
』
（
妙
法
寺
）
な
ど
に
も
大
覚
の
活

動
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
大
　
覚

　
備
前
地
方
に
日
蓮
宗
の
信
者
が
多

く
、
広
島
県
の
安
芸
地
方
に
浄
土
真
宗

の
信
者
が
多
い
こ
と
を
「
備
前
法
華
に

安
芸
門
徒
」
と
い
う
が
、
県
南
で
は
、

「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
と
刻
ま
れ
た
多

く
の
題
目
石
が
日
蓮
宗
が
盛
ん
で
あ
っ

た
様
子
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　
岡
山
の
地
に
初
め
て
日
蓮
の
教
え
を

だ
い
か
く
み
ょ
う
じ
つ
　

伝
え
た
の
が
大
覚
妙
実
で
あ
っ
た
。

　
大
覚
は
幼
い
こ
ろ
出
家
し
、
は
じ
め

は
真
言
宗
の
僧
で
あ
っ
た
が
、
京
都
で

に
ち
ぞ
う

日
像
の
説
法
を
聞
い
て
、
そ
の
弟
子
と

な
り
、
日
像
か
ら
妙
実
の
名
を
与
え
ら

れ
た
。
日
像
は
日
蓮
の
弟
子
で
、
初
めらく

て
京
都
へ
日
蓮
の
教
え
を
広
め
、
「
洛

よ
う
か
い
さ
ん

み
ょ
う
け
ん
じ

陽
開
山
」
と
よ
ば
れ
た
人
で
、
妙
顕
寺

を
建
立
し
て
京
都
布
教
の
拠
点
と
し

た
。
大
覚
は
日
像
を
助
け
て
、
宮
中
や

幕
府
へ
日
蓮
の
教
え
を
説
き
、
妙
顕
寺

ち
ょ
く
が
ん
じ

を
天
皇
の
勅
願
寺
、
幕
府
の
祈
願
所
に

す
る
こ
と
に
努
め
る
な
ど
、
日
蓮
宗
を

朝
廷
や
幕
府
が
公
認
す
る
教
団
に
高
め

平
成
十
年
度
第
二
回

「
世
界
お
話
の
旅
」

ブ
ラ
ジ
ル
編
開
催

　
子
供
た
ち
に
外
国
の
絵
本
や

文
化
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
今
年
も

「
世
界
お
話
の
旅
」
の
講
座
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
第
二
回
目
は
、
サ
ッ
カ
ー

と
太
陽
の
国
ブ
ラ
ジ
ル
を
と
り
あ
げ
ま

す
。
講
師
に
エ
リ
ゼ
ッ
テ
・
和
美
・
渡

辺
さ
ん
を
迎
え
、
民
話
の
読
み
聞
か
せ

を
中
心
に
ブ
ラ
ジ
ル
の
言
葉
や
文
化
に

も
触
れ
ま
す
。
ま
た
、
歌
や
遊
び
を
と

お
し
て
講
師
と
の
交
流
も
図
り
ま
す
。

今
回
と
り
あ
げ
る
の
は
、
森
に
住
む
か

わ
い
い
妖
怪「
サ
ッ
ス
ィ
と
ク
ル
ピ
ラ
」

や
、
街
の
元
気
な
子
供
た
ち
の
姿
を
描

い
た
「
ち
び
っ
こ
サ
ッ
カ
ー
」
な
ど
、

原
語
を
交
え
な
が
ら
参
加
者
に
語
り
か

け
ま
す
。
詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
　
日
時
　
平
成
十
年
九
月
二
十
六
日
g

　
　
　
　
　
午
後
二
時
〜
三
時
三
十
分

二
　
会
場
　
岡
山
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
第
一
会
議
室（
三
階
）

三
　
講
師
　
エ
リ
ゼ
ッ
テ
・
和
美
・
渡
辺
氏

　（
岡
山
大
学
大
学
院
留
学
生
）

四
　
対
象
　
お
も
に
小
学
生
と
保
護
者
。

　
　
　
　
　
一
般
の
方
の
参
加
も
歓
迎
。

入
場
無
料
で
、
申
し
込
み
手
続
き
不

要
。
説
明
は
日
本
語
で
行
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
国
際
資
料
係
ま
で
。

大覚大僧正画像
松寿寺蔵
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外
国
語
資
料
紹
介

◇
　K

in
g
s  &
  Q
u
een
s:  A

  R
o
yal

H
isto
ry  o

f  E
ng
land
  &
  S
co
tland

（b
y  P
latag

enet  S
o
m
erset  F

ry
D
orling  K

ind
ersley/1997

）

　
こ
の

書
は
、

は
る
か

ア
ル
フ

レ
ッ
ド

大
王
か

ら
現
在

の
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
エ
ー
ル
ズ
ま

で
、大
英
帝
国
の
栄
光
を
築
い
て
き
た
諸

代
王
族
た
ち
の
人
物
像
を
豊
富
な
イ
ラ

ス
ト
と
と
も
に
紹
介
し
て
い
る
。
最
後

の
章
で
は「F

arew
ell  to  a  Princess

」

「T
he  F

uture  K
ing

」
と
故
ダ
イ
ア

ナ
妃
、
ウ
イ
リ
ア
ム
王
子
に
も
ふ
れ
て

い
る
。
英
国
の
歴
史
を
知
り
た
い
人
に

も
親
し
み
や
す
い
書
と
な
る
だ
ろ
う
。

◇
　F

o
lk  W

isd
o
m
  fo
r  a  N

atural
H
o
m
e

（b
y  B

e
ve
rly  P

a
g
ra
m
/

T
rafalg

ar  S
q
u
are  P

u
b
lish
in
g
/

1997

）

　
こ
の

書
に
は
、

今
は
す

で
に
忘

れ
ら
れ

て
い
る

昔
の
人

々
の
住
ま
い
の
知
恵
が
ぎ
っ
し
り
詰
め

こ
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
家
事
の

工
夫
や
自
然
素
材
を
つ
か
っ
た
日
用
品

│
シ
ャ
ン
プ
ー
、
繊
維
リ
ン
ス
、
ベ

ビ
ー
パ
ウ
ダ
ー
、
ハ
エ
は
ら
い
な
ど
│

の
作
り
方
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
エ
コ

ロ
ジ
ス
ト
や
自
然
派
志
向
の
読
者
に
は

う
れ
し
い
書
と
な
る
だ
ろ
う
。

◇
　E

m
m
a
's
  L
a
m
b

（b
y  K

im
Lew
is/C
and
lew
ick  P

ress/1998

）

　
春
雨
の

朝
、
お
父

さ
ん
が
迷

子
の
子
羊

を
連
れ
て

帰
っ
た
。

幼
い
エ
マ

は
い
っ

し
ょ
う
け

ん
め
い
世

話
を
す
る
。
し
か
し
、
自
分
一
人
で
育

て
ら
れ
な
い
こ
と
は
エ
マ
も
わ
か
っ
て

い
る
。
や
が
て
、
お
母
さ
ん
羊
も
見
つ

か
り
子
羊
は
牧
場
へ
帰
っ
て
い
く
。
作

品
は
エ
マ
の
揺
れ
る
心
情
を
追
っ
て
い

く
。

　
作
者
キ
ム
・
ル
イ
ス
は
英
国
の
絵
本

作
家
で
あ
る
。
牧
場
に
生
活
し
、
そ
の

自
然
を
背
景
に
子
供
た
ち
の
姿
を
描
い

ち

て
い
る
。
色
鉛
筆
に
よ
る
精
緻
で
美
し

い
イ
ラ
ス
ト
は
物
語
を
一
層
魅
惑
的
に

し
て
い
る
。
「F

irst  Snow

」
（
は
じ

め
て
の
お
て
つ
だ
い
）
は
、
初
め
て
邦

訳
さ
れ
た
ル
イ
ス
の
作
品
で
あ
る
。

(6

の
参
考
図
書�

当
館�

う
　
ち�

　
今
回
は
、
郷
土
資
料
室
の
参
考
図
書

を
紹
介
し
ま
す
。

◆
岡
山
県
観
光
便
覧
　
平
成
九
年
三
月

（
岡
山
県
商
工
労
働
部
観
光
物
産
課
　

一
九
九
七
）

　
県
内
の
観
光

案
内
的
な
も
の

は
、
多
く
の
出

版
社
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
種
類
の

も
の
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
い
っ

た
も
の
に
く
ら
べ
て
、
県
の
観
光
物
産

課
が
隔
年
発
行
し
て
い
る
と
い
う
本
書

は
、
装
丁
は
地
味
だ
し
、
本
文
に
写
真

も
な
い
。だ
が
、と
に
か
く
必
要
な
情
報

が
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
全
体
は
観
光
資
源
、
運
輸
交
通
施

設
、
宿
泊
施
設
、
土
産
品
・
特
産
品
、

郷
土
料
理
店
、
酒
、
市
町
村
の
シ
ン
ボ

ル
、
観
光
関
係
行
政
機
関
・
団
体
、
観

光
物
産
案
内
の
九
つ
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
例
え
ば
観
光
資
源
の
項
目
で
は
、

神
社
仏
閣
か
ら
各
種
イ
ベ
ン
ト
情
報
ま

で
幅
広
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
表
形
式

で
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
目
的
地
ま
で

の
交
通
や
駐
車
場
の
有
無
な
ど
役
立
つ

情
報
が
簡
略
に
書
か
れ
て
い
る
。

　
県
内
を
観
光
し
た
い
と
い
う
人
に
は

役
立
つ
一
冊
で
あ
る
。

◆
岡
山
県
の
民
謡
（
岡
山
県
教
育
委
員

会
　
一
九
八
九
）

　
昭
和
六
十
二
・
三
年
度
の
二
年
間
、

県
下
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
民
謡
を
調
査

し
、
そ
の
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
。
項

目
は
地
域
別
に
な
っ
て
お
り
、
曲
名
、

伝
承
地
、
伝
承
者
、
歌
詞
が
の
っ
て
い

る
。
巻
末
に
は
種
別
の
分
類
も
つ
い
て

い
る
。

◆
岡
山
県
文
化
財
総
覧
（
岡
山
県
市
町

村
振
興
協
会
編
集
・
発
行
　
一
九
九
五
）

　
文
化
財
と
一

口
に
言
っ
て

も
、
国
指
定
か

ら
県
市
町
村
指

定
の
も
の
ま
で

あ
り
、
種
類
も
有
形
、
無
形
と
様
々
で

あ
る
。
本
書
は
、
岡
山
県
内
の
文
化
財

に
つ
い
て
そ
の
す
べ
て
を
網
羅
的
に
収

録
し
て
い
る
。

　
本
文
は
市
町
村
ご
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
巻
末
に
指
定
の
単
位
ご
と
、
種
別

ご
と
の
索
引
が
つ
い
て
お
り
、
様
々
な

角
度
か
ら
の
検
索
が
可
能
に
な
っ
て
い

る
。
紹
介
は
一
つ
の
文
化
財
に
つ
き

五
、
六
行
程
度
だ
が
、
写
真
も
多
数
掲

載
さ
れ
て
お
り
、
見
や
す
く
な
っ
て
い

る
。
文
化
財
は
年
々
新
し
い
も
の
が
指

定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
現
在
で
は
本
書

収
録
の
も
の
が
す
べ
て
と
言
う
わ
け
で

は
な
い
が
、
県
内
文
化
財
全
体
を
見
る

上
で
は
便
利
で
あ
る
。
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「
汲
め
ど
も
尽
き
ぬ
泉
」

三
　
宅
　
ち
ぐ
さ

　
日
本
の
辞
書
の
歴
史
は
、
九
世
紀
初

頭
に
始
ま
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
以

後
、
現
代
に
至
る
ま
で
、
多
様
化
・
一

般
化
・
近
代
化
と
い
う
道
を
た
ど
り
つ

つ
、
一
体
ど
の
位
の
種
類
の
辞
書
が
作

ら
れ
た
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
ら
の
辞
書
に

は
、
各
時
代
の
言
語
意
識
や
文
化
背
景

な
ど
に
関
す
る
得
が
た
い
情
報
が
大
量

に
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。
あ
る
辞
書
に
よ
れ

ば
、
文
学
作
品
な
ど
に

は
書
き
表
さ
れ
て
い
な

い
当
時
の
清
濁
音
情
報

が
入
手
で
き
る
。
あ
る

辞
書
に
よ
れ
ば
、
書
き
言
葉
か
ら
は
求

め
得
な
い
は
ず
の
当
時
の
ア
ク
セ
ン
ト

情
報
が
入
手
で
き
る
。
意
義
分
類
に
よ

れ
ば
、
食
物
・
動
物
・
植
物
・
器
財
な

ど
、
分
野
別
に
ど
ん
な
物
が
あ
り
ど
ん

な
語
を
用
い
て
い
た
か
を
知
る
こ
と
も

で
き
る
。
古
辞
書
の
研
究
に
関
わ
っ
て

そ
ろ
そ
ろ
二
十
年
に
な
る
が
汲
め
ど
も

尽
き
ぬ
泉
の
よ
う
だ
。
そ
し
て
、
辞
書

は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
も
面
白
い
が
、

文
学
作
品
な
ど
を
正
確
に
読
み
鑑
賞
す

る
た
め
に
必
要
な
情
報
の
泉
で
も
あ

る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
古
い
辞
書
を

利
用
す
る
た
め
に
は
、
古
い
も
の
で
あ

る
だ
け
に
若
干
の
予
備
知
識
が
必
要
と

な
る
。
そ
れ
さ
え
身
に
つ
け
れ
ば
、
複

製
化
も
進
み
つ
つ
あ
り
豊
か
な
泉
の
水

を
汲
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
辞
書
の
編
纂
に
あ
た
っ
た
人
々
の
苦

労
は
並
大
抵
の
も
の
で
は
な
い
。
『
大

漢
和
辞
典
』
の
編
纂
に
着
手
し
た
諸
橋

轍
次
が
、
第
一
巻
を
刊
行
し
た
の
は
十

六
年
後
の
一
九
四
三
年
九
月
、
第
二
巻

以
降
の
刊
行
は
戦
災
に
よ
っ
て
中
断
。

一
九
五
六
年
十
一
月
に
改
め
て
第
一
巻

を
刊
行
し
、
索
引
を
含
む
全
十
三
巻
の

刊
行
が
終
了
し
た
の
は
一
九
六
〇
年
五

月
で
あ
っ
た
と
い
う
の
は
有
名
な
話

だ
。
け
れ
ど
、
辞
書
編
纂
の
世
界
に
お

い
て
、
類
似
し
た
話
は
他
に
も
い
ろ
い

ろ
あ
る
。
江
戸
時
代
、
歌
語
を
中
心
に

お
う

む

二
万
余
語
を
編
纂
し
た
『
鸚
鵡
抄
』
百

巻
は
、
神
官
で
歌
人
で
も
あ
っ
た
荒
木

田
父
子
に
よ
る
も
の
だ
が
、
父
盛
徴
が

準
備
し
た
草
稿
を
子
盛
員
が
改
編
中
、

火
災
に
遭
い
焼
失
。
そ
の
た
め
、
改
め

て
十
三
年
を
費
や
し
て
編
纂
し
た
と
い

う
。
こ
の
よ
う
な
苦
労
の
成
果
を

ち
ょ
っ
と
し
た
予
備
知
識
を
身
に
つ
け

る
だ
け
で
活
用
で
き
る
と
は
、
何
と
あ

り
が
た
い
こ
と
で
は
な
い
か
。

　
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
が
、図
書
館

は
、
並
の
辞
書
と
は
比
較
に
な
ら
な
い

ほ
ど
多
方
面
に
渡
る
人
間
の
知
恵
を
蓄

積
し
た
辞
書
、
先
人
た
ち
の
閃
き
や
努

力
の
成
果
の
泉
で
あ
る
。
こ
の
汲
め
ど

も
尽
き
ぬ
泉
を
活
用
し
な
い
法
は
な
い
。

　
家
庭
で
、
学
校
で
、
何
年
学
ぼ
う
と

全
て
を
学
び
尽
く
す
こ
と
は
で
き
な

い
。
し
か
し
、
解
決
す
べ
き
問
題
が
生

じ
た
時
、
図
書
館
を
尋
ね
種
々
の
辞
書

を
ひ
け
ば
、
あ
る
い
は
種
々
の
書
物
を

見
れ
ば
、
そ
こ
で
何
等

か
の
こ
た
え
や
手
掛
か

り
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
。
励
ま
し
も

得
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
だ

か
ら
こ
そ
、
特
に
若
い

人
た
ち
と
は
分
か
ち
あ
い
た
い
。
辞

書
・
図
書
館
と
い
う
泉
の
豊
か
な
水
を

汲
み
、
問
題
を
解
決
す
る
楽
し
さ
を
。

そ
し
て
、
自
分
自
身
の
未
来
を
切
り
開

い
て
行
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
。
自
分
自

身
の
水
汲
み
は
も
ち
ろ
ん
、
教
育
機
関

に
所
属
す
る
一
員
と
し
て
は
、
水
汲
み

用
ひ
し
ゃ
く
、
で
き
れ
ば
大
き
な
バ
ケ

ツ
づ
く
り
を
手
助
け
す
べ
く
頑
張
り
た

い
。
た
と
え
、
「
が
み
が
み
お
ば
さ

ん
」
と
言
わ
れ
よ
う
と
も
と
、
決
意
を

新
た
に
し
て
い
る
こ
の
頃
で
あ
る
。

（
就
実
女
子
大
学
教
授
）

友
の
会
だ
よ
り

ス
ケ
ッ
チ
旅
行
　
　
　
　
　

　
参
加
者
の
募
集
に
つ
い
て

　
さ
わ
や
か
な
秋
空
の
も
と
、
紅
葉
の

美
し
い
五
色
台
・
中
津
万
象
園
で
、
一

日
ゆ
っ
く
り
と
ス
ケ
ッ
チ
等
を
楽
し
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
記

一
、
日
　
時

　
　
平
成
十
年
十
月
三
十
日（
金
）

二
、
行
　
先

　
　
香
川
県
五
色
台
・
中
津
万
象
園

三
、
講
　
師
　
川
h
正
博
氏

（
文
化
セ
ン
タ
ー
総
務
課
文
化
係
）

四
、
募
集
人
員
　
四
十
名
程
度

五
、
参

加

費
　
七
千
円
程
度
　

六
、
申
込
期
限

　
　
九
月
三
十
日（
水
）ま
で

七
、
申
込
方
法

　
　
電
話
で
本
人
が
（
会
員
番
号
・
氏

名
等
）
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

友
の
会
事
務
局

　
　
1
〇
八
六
│
二
二
四
│
一
二
八
六

　

優
待
事
業
に
つ
い
て

　
文
化
セ
ン
タ
ー
土
曜
劇
場
へ
の
ご
招

待
は
ご
存
じ
で
す
か
。

　
友
の
会
会
員
証
を
受
付
で
提
示
さ
れ

る
と
、
会
員
無
料
に
な
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。
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期　　　日

�

９／30～10／11


�
９／29～10／４




10／６～10／11




10／13～10／18




10／20～10／25







10／27～11／１


催　　　　　　　物

「現代作家の眼」�
　《アートウェーブ岡山・�

彫刻選抜》中央展�
’98岡山県本部展・第54回朝日写真展

第19回　南画清風会　選抜展�
第23回　金光ゆうざきフォト集団写真展 

第26回　自 詠 書 展

第40回　養 和 書 道 院 展

第38回　（公募）西　　日　　展

第35回　墨 象 会 展（記念展）

第14回　梅　　　　操　　　　展


公募第20回　玄 画 会 展 覧 会


第17回　春陽会瀬戸内作家展

第８回　白 日 会 岡 山 支 部 展 


入　場　料




無　　　料�



無　　　料

無　　　料

無　　　料

無　　　料

無　　　料

無　　　料

無　　　料

無　　　料

一般　500円


会員・老人・高校生以下　無料

無　　　料

無　　　料


主　　　催　　　者�
岡山県総合文化センター�
「現代作家の眼」展�

実行委員会�
全日本写真連盟岡山県本部�
南 画 清 風 会 �
金光ゆうざきフォト集団�
岡 山 県 書 と 歌 の 会 �
6 養 和 書 道 院�
6 養 和 書 道 院�
墨 象 会 �
梅 操 会 �

玄 画 会 �

丘 陽 会 �
白 日 会 岡 山 支 部 �

展 示 室�
�

第１展示室�
�

第２展示室�
第２展示室�
第２展示室�
第２展示室�
第１展示室�
第２展示室�
第１展示室�
第２展示室�

第１展示室�

第２展示室�
第２展示室�

日(曜)

10／２F�
　　３G�
　　４A�
10／９f

10／10g

10／11a

10／17g

10／25a





10／31G


11／１A

催　　　　　　　物

第 295回文化センター土曜劇場


岡 山 県 高 校 演 劇 協 議 会 公 演 


（岡山工業高校他）


落 語 公 演 �
音 楽 演 奏 会 �
演 劇 公 演 （ 熱 海 殺 人 事 件 ） �
音 楽 演 奏 会 �
ピ ア ノ 発 表 会 �

�
第 296回文化センター土曜劇場


CARATプロジェクトカンパニー公演�
（道化の華）


時　　間

９：00～19：00


９：00～19：00


９：00～16：00


19：00～20：30

13：00～16：00

14：00～18：00

13：00～16：30

９：30～16：30





18：00～20：30


13：00～15：30

入　場　料

�

無　　料




2,000円

500円

無　　料


500円

無　　料


前一般　1,500


　学生　1,000


当一般　1,800


　学生　1,200


会員無料


主　　催　　者


岡 山 県 �
総 合 文 化 セ ン タ ー �

㈲ な ぜ か な な め �
ツ チ ノ コ 商 会 �
岡 山 商 科 大 学 演 劇 部 �
就 実 音 楽 愛 好 会 �
大 森 音 楽 教 室 �

�
岡 山 県 �
総 合 文 化 セ ン タ ー �

　平成10年�
10 月 の 催 物 案 内�

岡山県総合文化センター　�

※　会員…文化センター友の会及び文化振興会会員�

▼ホール（固定席282席）�

※　ギャラリーの開場時間は通常９時から17時です�

▼ギャラリー�

◇催物案内と文化センターニュースはホームページでもご覧になれます。�

※
八
月
二
十
一
日
、
県
図

書
館
協
会
主
催
の
整
理
技

術
講
習
会
が
県
総
合
福
祉

会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
県

下
の
小
・
中
・
高
校
を
は

じ
め
、
公
共
図
書
館
・
大

学
図
書
館
等
か
ら
四
十
名

が
参
加
し
、
「
資
料
の
選

定
」「
図
書
の
整
理
」の
二

業
務
に
関
し
た
講
義
を
受

講
し
た
。
毎
日
の
仕
事
に
即
、
生
か
せ

る
内
容
で
あ
る
た
め
、
熱
心
に
受
講
し
、

講
師
へ
の
活
発
な
質
問
が
な
さ
れ
た
。

　

お
知
ら
せ

▼
普
及
課
が
九
月
一
日
付
で
左
記
へ

移
転
し
ま
し
た
。
業
務
内
容
は
今
ま

で
と
同
様
で
す
が
、
電
話
・
フ
ァ
ッ

ク
ス
番
号
が
変
更
さ
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、
御
注
意
く
だ
さ
い
。

記

新
所
在
地 : 

岡
山
市
原
尾
島
三
丁
目
二
│
二

（
メ
デ
ィ
ア
コ
ム
の
東
五
十
㍍
）

新
電
話
番
号 : 

（
〇
八
六
）二
七
〇
│
二
六
七
一

新
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号 : 

電
話
番
号
と
同
じ

▼
図
書
館
部
門
の
第
二
、
第
三
日
曜

日
の
み
開
館
時
間
が
、
十
月
か
ら
三

月
ま
で
九
時
か
ら
十
七
時
に
な
り
ま

す
。
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